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６
月
１
日
（
月
）
、
長
崎
地
本
（
本

部
長 

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は
、

本
部
に
勤
務
す
る
事
務
官
等
13

名
に
対
し
、車
両
Ａ
整
備
及
び「
環

境
月
間
」
に
伴
う
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

に
関
す
る
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
教
育
で
は
、
ま
ず
Ａ
整
備
に

つ
い
て
、
車
両
運
行
前
・
中
・
後

に
お
け
る
可
動
状
態
を
把
握
す
る

点
検
整
備
の
正
確
な
知
識
を
付
与

し
た
後
、
整
備
要
領
の
練
成
を
行

い
ま
し
た
。
続
く
「
環
境
月
間
」

に
伴
う
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
教
育
に

つ
い
て
は
、
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
、

加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転
等
を

推
奨
し
、
隊
員
一
人
一
人
の
環
境

保
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。 参

加
者
か
ら
は
、
普
段
何
気
な

く
行
っ
て
い
る
動
作
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
安
全
や
環
境

保
全
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ

た
、
こ
れ
か
ら
の
業
務
で
確
実
に

実
施
し
て
い
き
た
い
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。 

長
崎
地
本
で
は
、
今
後
も
法
令

順
守
や
備
品
の
愛
護
な
ど
を
テ
ー

マ
に
教
育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

（
総
務
課
） 

車
両
Ａ
整
備
及
び 

「
環
境
月
間
」
に
伴
う 

教
育
を
実
施 

長崎地本公式 Instagram 

長
崎
地
本
（
本
部
長 

西
田
洋

一
郎
１
海
佐
）
は
６
月
２
日
（
火
）

か
ら
16
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
県

内
の
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業

を
訪
問
し
、
雇
用
実
態
確
認
と
招

集
訓
練
再
開
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 雇

用
実
態
確
認
は
、
即
応
予
備

自
衛
官
雇
用
企
業
給
付
金
の
適
正

な
支
給
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
四
半
期
毎
に
実
施
し
て
お

り
、
被
雇
用
者
で
あ
る
即
応
予
備

自
衛
官
の
円
滑
な
訓
練
出
頭
の
調

整
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
６
月
以
降

順
次
、
招
集
訓
練
が
再
開
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
併
せ

て
訓
練
再
開
の
説
明
も
行
い
ま
し

た
。 訪

問
し
た
企
業
の
方
か
ら
は
、

「
本
人
は
訓
練
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ
う
な
の
で
再
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
は
気
を
付

け
て
訓
練
し
て
ほ
し
い
。
」、「
感
染 

に
は
不
安
も
あ
る
が
訓
練
に
出
頭 

す
る
と
な
れ
ば
業
務
の
調
整
は
す

る
の
で
い
つ
で
も
再
開
し
て
ほ
し

い
。」
等
の
訓
練
再
開
を
歓
迎
す
る

声
を
頂
き
ま
し
た
。 

長
崎
地
本
は
、
今
後
も
雇
用
企

業
と
即
自
隊
員
と
の
懸
け
橋
に
な

る
べ
く
雇
用
企
業
と
の
関
係
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

（
予
備
自
衛
官
室
） 

長
崎
県
内
即
自
雇
用
企
業
を
訪
問 

訓
練
再
開
に
歓
迎
の
声 

杉
原
正
典
１
陸
佐
）
教
育
隊
の
自

衛
官
候
補
生
に
よ
る
25
㎞
行
進

訓
練
を
激
励
し
ま
し
た
。 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
考
慮
し
、
激
励
に
は
長

崎
地
本
か
ら
広
報
官
等
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
に
恵

ま
れ
た
暑
い
中
、
今
年
度
入
隊
し

た
自
衛
官
候
補
生
が
日
頃
の
訓
練

成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
約
10
㎏
の

装
備
を
背
負
い
、
小
銃
を
携
行
し

て
元
気
溌
剌
と
完
歩
し
ま
し
た
。 

激
励
を
受
け
た
候
補
生
は
、「
き

つ
い
訓
練
で
す
が
、
体
力
的
に
は

大
丈
夫
。
同
期
と
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
最
後
ま
で
歩
き
ま
す
」
と
述

べ
、
頼
も
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 

長
崎
地
本
は
、
県
民
の
皆
様
に

自
衛
隊
を
よ
り
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
隊
員
の
様
子
な
ど
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

（
募
集
課
） 

第 16 普通科連隊自衛官候補生行進訓練を激励 

「
即
応
予
備
自
衛
官
」
災
害
等
派
遣
へ 

７
月
７
日
、
長
崎
地
本
（
本
部

長 

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は
、

令
和
２
年
７
月
九
州
豪
雨
に
よ
り

招
集
さ
れ
る
即
応
予
備
自
衛
官
を

激
励
し
ま
し
た
。 

今
回
の
大
雨
で
河
川
の
氾
濫
や

家
屋
の
浸
水
被
害
な
ど
、
被
害
の

拡
大
・
避
難
の
長
期
化
が
予
想
さ

れ
る
た
め
即
応
予
備
自
衛
官
の
災

害
等
招
集
が
発
令
さ
れ
、
長
崎
県

内
の
27
名
の
即
応
予
備
自
衛
官

が
招
集
に
応
じ
ま
し
た
。 

ま
た
、
招
集
に
あ
た
り
雇
用
企

業
に
対
し
て
雇
用
企
業
協
力
給
付

金
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
際
、
あ

る
企
業
様
か
ら
「
私
ど
も
が
頂
け

る
給
付
金
の
こ
と
よ
り
も
、
即
自

で
あ
る
本
人
が
有
事
の
際
に
は
出 

頭
し
た
い
。
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
会

社
と
し
て
は
喜
ば
し
い
こ
と
。
」
と

い
う
言
葉
を
頂
き
、
日
頃
か
ら
即

応
予
備
自
衛
官
制
度
を
深
く
ご
理 

解
頂
い
て
い
る
こ
と
に
有
難
く
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

長
崎
地
本
は
、
今
後
、
即
応
予

備
自
衛
官
が
速
や
か
に
被
災
地
へ

向
か
い
、
活
動
に
専
念
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
企
業
様
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
迅
速
な
対
応
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

（
予
備
自
衛
官
室
） 

６
月
16
日
（
火
）
長
崎

地
本
（
本
部
長 

西
田
洋

一
郎
１
海
佐
）
は
、
大
野
原

演
習
場
（
東
彼
杵
郡
東
彼

杵
町
）
で
行
わ
れ
た
第
16

普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

  

航空学生:受付期間 7/1～9/10 1 次試験 9/22 

一般曹候補生:受付期間 7/1～9/10 1 次試験 9/19 

予備自衛官補:受付期間 7/1～9/11 1 次試験 10/3 

防衛大学校学生:受付期間 7/1～10/22 1 次試験 11/7･8 

防衛医科大学校医学科学生:受付期間 7/1～10/7 1 次試験 10/24･25 

防衛医科大学校看護学科学生:受付期間 7/1～10/1 1 次試験 10/17 

自衛官募集中 
詳しくはホームページで！ 
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６
月
18
日
（
木
）
と
19
日
（
金
）、

長
崎
地
本
（
本
部
長 

西
田
洋
一

郎
１
海
佐
）
は
相
浦
駐
屯
地
で
実

施
さ
れ
た
陸
士
就
職
補
導
教
育
を

支
援
し
ま
し
た
。 

本
教
育
は
、
任
期
満
了
退
職
予

定
隊
員
に
対
し
て
、
職
業
選
択
に

必
要
な
知
識
を
付
与
す
る
と
と
も

に
、
合
同
企
業
説
明
会
で
の
服
装
・

態
度
及
び
対
応
要
領
等
を
説
明
し

て
、
再
就
職
に
対
す
る
意
識
改
革

を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

地
本
が
毎
回
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 
 

教
育
に
は
、
水
陸
機
動
団
を
は

じ
め
と
す
る
相
浦
駐
屯
地
所
在
部

隊
の
任
期
制
退
職
予
定
隊
員
と
援

護
担
当
者
等
15
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
雇
用
・
経
済
情

勢
、
再
就
職
に
対
す
る
心
構
え
、 

来
年
度
退
職
予
定
者
教
育
支
援 

 
 

 

～
陸
士
就
職
補
導
教
育
～ 

人 

事 

【 

転 

入 

】 

長
崎
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
へ 

 

１
等
空
尉 

樋
口 

康
夫 

（
情
報
本
部
） 

以
上 

７
月
１
日
付 

募
集
課
（
企
画
班
長
）
へ 

 

１
等
空
尉 

秋
重 

裕
二 

（
第
９
航
空
団
） 

長
崎
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
へ 

 

准
陸
尉 

 

斎
藤 

和
明 

（
第
４
施
設
大
隊
） 

大
村
援
護
セ
ン
タ
ー
へ 

 

陸
曹
長 

 

石
田 

俊
次 

（
大
村
駐
屯
地
業
務
隊
） 

五
島
駐
在
員
事
務
所
へ 

 

１
等
陸
曹 

納
屋 

誠
二 

（
第
16
普
通
科
連
隊
） 

総
務
課
（
会
計
係
）
へ 

 

２
等
陸
曹 

酒
井 

順
一 

（
第
４
４
２
会
計
隊
） 

以
上 

８
月
１
日
付 

【 

転 

出 

】 

航
空
教
育
隊
第
１
教
育
群
へ 

 

３
等
空
佐 

柴
田 

利
信 

（
募
集
課
企
画
班
長
） 

第
16
普
通
科
連
隊
へ 

 

陸
曹
長 

 

森
田 

健
吾 

（
佐
世
保
援
護
セ
ン
タ
ー
） 

大
村
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

 

陸
曹
長 

 

米
川 

大
二 

（
大
村
援
護
セ
ン
タ
ー
） 

第
３
６
６
会
計
隊
へ 

 

陸
曹
長 

 

江
籠 

智
美 

（
総
務
課
会
計
係
） 

以
上 

８
月
１
日
付 

表 

彰 

◆
第
３
級
賞
詞 

「
職
務
遂
行
」 

 

准
陸
尉 
赤
波
江 

真
治 

「
車
両
無
事
故
操
縦
」 

 

15
万
キ
ロ
無
事
故 

 

１
等
陸
曹 
松
本 

恭
二 

◆
第
４
級
賞
詞 

説
明
を
真
剣
な
表
情
で
受
講
し
ま

し
た
。
教
育
終
了
後
に
も
質
問
に

訪
れ
る
隊
員
も
い
て
非
常
に
充
実

し
た
教
育
と
な
り
ま
し
た
。 

２
日
目
に
は
、
応
募
書
類
作
成

上
の
注
意
事
項
、
部
外
セ
ミ
ナ
ー

教
育
（
自
己
分
析
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
）
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
等
の
教
育
（
ス
ー
ツ
の
着

こ
な
し
方
）
を
受
講
し
ま
し
た
。

特
に
自
己
分
析
に
お
い
て
、
個
人

の
性
格
や
特
徴
な
ど
、
普
段
は
余

り
意
識
し
な
い
事
を
考
察
し
、
発

表
及
び
討
議
を
実
施
し
て
、
自
己

分
析
の
重
要
性
を
認
識
し
個
人
の

ス
キ
ル
向
上
を
図
る
教
育
で
し
た
。 

長
崎
地
本
は
、
就
職
予
定
隊
員
、

援
護
担
当
者
及
び
各
級
指
揮
官
と

緊
密
に
連
携
し
退
職
予
定
隊
員
が

安
心
し
て
第
２
の
人
生
を
出
発
で

き
る
よ
う
就
職
の
援
助
を
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。 

（
佐
世
保
援
護
セ
ン
タ
ー
） 

よろしくお願いします 

◆
陸
上
幕
僚
長
褒
賞 

 

佐
世
保
出
張
所 

 

２
等
陸
曹 

森
本 

将
之 

「
職
務
遂
行
」 

３
等
空
佐 

柴
田 

利
信 

２
等
陸
尉 

横
山 

道
男 

２
等
陸
曹 

森
本 

将
之 

２
等
陸
曹 

二
ノ
宮 

賢
治 

３
等
海
曹 

深
田 

翔
夢 

「
車
両
無
事
故
操
縦
」 

５
万
キ
ロ
無
事
故 

 

陸
曹
長 

 

七
種 

 

修 

陸
曹
長 

 

米
川 

大
二 

１
等
陸
曹 

髙
山 

寛
雄 

２
等
陸
曹 

加
藤 

多
嘉
子 

２
等
陸
曹 

米
倉 

勢
八 

２
等
陸
曹 

二
ノ
宮 

賢
治 

２
等
陸
曹 

佐
藤 

康
弘 

２
等
空
曹 

森
永 

憲
治 

３
等
陸
曹 

島
田 

雄
大 

◆
第
５
級
賞
詞 

「
職
務
遂
行
」 

 

海
曹
長 

 

柴
田 

 

誠 

海
曹
長 

 

中
尾 

真
二 

陸
曹
長 

 

江
籠 

智
美 

陸
曹
長 

 

宮
本 

国
往 

２
等
海
曹 

吉
野 

寿
敏 

３
等
陸
曹 

島
田 

雄
大 

３
等
陸
曹 

伊
藤 

悠
樹 

「
車
両
無
事
故
操
縦
」 

２
万
キ
ロ
無
事
故 

 

陸
曹
長 

 

森
田 

健
吾 

陸
曹
長 

 

江
籠 

智
美 

２
等
空
曹 

津
山 

賢
一 

３
等
陸
曹 

伊
藤 

悠
樹 

以
上
７
月
31
日
付 

石田曹長 
（大村援護センター） 

斎藤准尉 
（長崎地域援護センター） 

秋重１尉 
（募集課企画班長） 

樋口１尉 
（長崎地域援護センター） 

納屋１曹 
（五島駐在員事務所） 

酒井２曹 
（総務課会計係） 

合
同
企
業
説
明
会
に
お
け
る
注
意

事
項
及
び
予
備
自
衛
官
等
制
度
の 

◆
令
和
元
年
度 

優
秀
所
・
優
秀
広
報
官
表
彰 

【 

本
土
の
部 

】 

最
優
秀 

長
崎
募
集
案
内
所 

優 

秀 

諫
早
地
域
事
務
所 

【 

離
島
の
部 

】 

最
優
秀 

壱
岐
駐
在
員
事
務
所 

【 

広
報
官
の
部 

】 

最
優
秀 

 
 

佐
世
保
出
張
所 

 
 

森
本
２
等
陸
曹 

優 

秀 
 
 

長
崎
募
集
案
内
所 

 
 

深
田
３
等
海
曹 

 

諫
早
地
域
事
務
所 

 
 
 

二
ノ
宮
２
等
陸
曹 

敢
闘
賞 

 
 

佐
世
保
出
張
所 

 
 
 

柴
田
海
曹
長 

 
 
 

松
本
１
等
陸
曹 

島
田
３
等
陸
曹 

 
 

大
村
地
域
事
務
所 

 
 
 

中
尾
海
曹
長 

 
 
 

宮
本
陸
曹
長 

島
原
地
域
事
務
所 

 
 
 

伊
藤
３
等
陸
曹 

６
月
18
日
（
木
）
長
崎
地
本
長

崎
募
集
案
内
所
（
所
長 

赤
波
江

真
治
准
陸
尉
）
は
、
県
立
長
崎
東

高
等
学
校
（
校
長 

鶴
田
栄
次
先

生
）
を
本
部
長
と
と
も
に
訪
問
し

ま
し
た
。 

学
校
訪
問
は
、
本
部
長
が
各
所

長
と
と
も
に
県
内
各
地
の
高
等
学

校
の
学
校
長
を
表
敬
し
、
平
素
の

自
衛
隊
の
活
動
や
自
衛
官
募
集
へ

の
協
力
に
対
す
る
謝
意
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
防
災
講
話
へ
の

講
師
の
派
遣
調
整
、
県
内
各
部
隊

で
の
職
場
体
験
学
習
（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）
の
調
整
、
防
大
講
師

に
よ
る
模
擬
授
業
に
関
す
る
調

整
、
進
路
指
導
担
当
教
諭
に
対
す

る
説
明
会
や
各
事
務
所
に
よ
る
生

徒
に
対
す
る
説
明
会
の
実
施
な

ど
、
長
崎
地
本
が
行
う
学
校
に
関 

学 

校 

訪 

問 

だ
く
機
会
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

長
崎
東
高
校
の
鶴
田
校
長
は
、

本
部
長
と
同
じ
大
村
高
校
出
身
で

あ
る
こ
と
も
あ
り
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
活
動
等
の
説
明
を
聞

か
れ
、
募
集
に
対
す
る
ご
理
解
も

示
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
４
月
の
県
立
五
島

高
校
（
校
長 

初
村
一
郎
先
生
）

へ
の
訪
問
を
皮
切
り
に
、
７
月
末

現
在
、
長
崎
市
内
４
校
、
県
北
地

区
４
校
、
県
央
地
区
４
校
、
県
南

地
区
２
校
の
計
15
校
を
訪
問
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
的
に
実
施
す

る
予
定
で
す
。 

長
崎
地
本
は
、
今
後
も
志
願
者

獲
得
の
た
め
、
高
等
学
校
に
対
す

る
募
集
広
報
活
動
に
力
を
注
い
で

い
き
ま
す
。 

（
募
集
課
） 

係
す
る
活
動
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、

高
校
生
に
自
衛
隊
を
知
っ
て
い
た 


